
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び
患
者
申
出
療
養
並
び
に
施
設
基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
百
二
十
九
号
）
第
二
各
号
若
し
く
は
第
三
各
号
に
掲
げ
る
先
進
医
療
又
は
第
四
に
掲
げ
る

患
者
申
出
療
養
に
用
い
る
も
の

ニ

治
療
又
は
診
断
の
た
め
に
医
療
を
受
け
る
者
に
対
し
投
与
さ
れ
る
医
薬
品
で
あ
つ
て
、
当
該
治
療
又
は

診
断
を
行
う
病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
調
剤
さ
れ
る
も
の
（
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。）

（
新
設
）

八
の
二

病
院
又
は
診
療
所
に
、
密
封
さ
れ
て
い
な
い
放
射
性
同
位
元
素
で
あ
つ
て
陽
電
子
放
射
断
層
撮
影
装

置
に
よ
る
画
像
診
断
に
用
い
な
い
も
の
の
う
ち
、
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
「
診
療
用
放

射
性
同
位
元
素
」
と
い
う
。）を
備
え
よ
う
と
す
る
場
合

（
新
設
）

九
〜
十
一

（
略
）

九
〜
十
一

（
略
）

十
二

病
院
又
は
診
療
所
に
、
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
粒
子

線
照
射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
器
具
又
は
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機

器
を
備
え
な
く
な
つ
た
場
合

十
二

病
院
又
は
診
療
所
に
、
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
粒
子

線
照
射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
器
具
又
は
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機

器
を
備
え
な
く
な
つ
た
場
合

十
三

（
略
）

十
三

（
略
）

（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
届
出
）

（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
届
出
）

第
二
十
四
条
の
二

病
院
又
は
診
療
所
に
診
療
の
用
に
供
す
る
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
（
定
格
出
力
の
管
電
圧
（
波
高

値
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）が
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
メ
ガ
電
子

ボ
ル
ト
未
満
の
も
の
に
限
る
。
以
下
「
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
」
と
い
う
。）を
備
え
た
と
き
の
法
第
十
五
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
十
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
二

病
院
又
は
診
療
所
に
診
療
の
用
に
供
す
る
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
（
定
格
出
力
の
管
電
圧
（
波
高

値
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）が
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
メ
ガ
電
子

ボ
ル
ト
未
満
の
も
の
に
限
る
。
以
下
「
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
」
と
い
う
。）を
備
え
た
と
き
の
法
第
十
五
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
十
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

行
う
も
の
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

（
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
の
届
出
）

（
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
の
届
出
）

第
二
十
八
条

第
二
十
四
条
第
八
号
又
は
第
八
号
の
二
に
該
当
す
る
場
合
の
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す

る
。

第
二
十
八
条

第
二
十
四
条
第
八
号
に
該
当
す
る
場
合
の
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
防
護
）

（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
防
護
）

第
三
十
条

エ
ッ
ク
ス
線
装
置
は
、
次
に
掲
げ
る
障
害
防
止
の
方
法
を
講
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条

エ
ッ
ク
ス
線
装
置
は
、
次
に
掲
げ
る
障
害
防
止
の
方
法
を
講
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

エ
ッ
ク
ス
線
管
の
容
器
及
び
照
射
筒
は
、
利
用
線
錐す
い

以
外
の
エ
ッ
ク
ス
線
量
が
次
に
掲
げ
る
自
由
空
気
中

の
空
気
カ
ー
マ
率
（
以
下
「
空
気
カ
ー
マ
率
」
と
い
う
。）に
な
る
よ
う
に
し
や
へ
い
す
る
こ
と
。

一

エ
ツ
ク
ス
線
管
の
容
器
及
び
照
射
筒
は
、
利
用
線
錐
以
外
の
エ
ツ
ク
ス
線
量
が
次
に
掲
げ
る
自
由
空
気
中

の
空
気
カ
ー
マ
率
（
以
下
「
空
気
カ
ー
マ
率
」
と
い
う
。）に
な
る
よ
う
に
し
や
へ
い
す
る
こ
と
。

イ

定
格
管
電
圧
が
五
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
治
療
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
装
置

の
接
触
可
能
表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
一
・
〇
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

イ

定
格
管
電
圧
が
五
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
治
療
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
装
置

の
接
触
可
能
表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
一
・
〇
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ロ

定
格
管
電
圧
が
五
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
を
超
え
る
治
療
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
管

焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
十
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下
か
つ
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
接
触
可
能

表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
三
百
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ロ

定
格
管
電
圧
が
五
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
を
超
え
る
治
療
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
管

焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
十
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下
か
つ
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
の
接
触
可
能

表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
三
百
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ハ

定
格
管
電
圧
が
百
二
十
五
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
口
内
法
撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ッ

ク
ス
線
管
焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
〇
・
二
五
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ハ

定
格
管
電
圧
が
百
二
十
五
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
口
内
法
撮
影
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ツ

ク
ス
線
管
焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
〇
・
二
五
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
以
外
の
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
管

焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
一
・
〇
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
以
外
の
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
管

焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
一
・
〇
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ホ

コ
ン
デ
ン
サ
式
エ
ッ
ク
ス
線
高
電
圧
装
置
に
あ
つ
て
は
、
充
電
状
態
で
あ
つ
て
、照
射
時
以
外
の
と
き
、

接
触
可
能
表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
二
十
マ
イ
ク
ロ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ホ

コ
ン
デ
ン
サ
式
エ
ツ
ク
ス
線
高
電
圧
装
置
に
あ
つ
て
は
、
充
電
状
態
で
あ
つ
て
、照
射
時
以
外
の
と
き
、

接
触
可
能
表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
二
十
マ
イ
ク
ロ
グ
レ
イ
毎
時
以
下
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